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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、瀬戸内海沿岸漁業漁獲物の潜在的需要の発掘と、その供給システムの在り方を検

討することを目的とした。地域の水産物需要は、全国画一化する傾向にあるものの、消費者の

一定層において根強い生鮮地場水産物消費指向があることが確認できた。一方で、瀬戸内海沿

岸漁獲物は地場以外での市場拡大は困難である点も明らかとなった。そのため、供給サイドに

おける地場水産物や鮮魚取扱いの減少という現状の転換が緊急の課題となっている。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This study aimed to examine the excavation of potential demand of the Seto Inland 

Sea coastal catches and the distribution system of those. It was found that there is a 

certain local demand of local fresh fish and also that it is difficult to find new market 

somewhere else. But, on the other hand, local market and retailers tended to decrease 

of local fresh fish dealings, which is a big factor to narrow the market of local fresh 

fish. 
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とくに量販店を中心に再編されてきた。チェ

ーン･オペレーションを展開する量販店は、

センター納入等の大量取引を志向するとと

もに、取引相手に対し、定時・定量・定質・

定価の四定条件を強く要請してきた。その結

果、全国に分散する産地と大都市を中心とす

る消費地間を結ぶ生鮮食料品流通は、卸売市

場を中心としながらも、卸売市場取引そのも

のの変化を伴いながら、効率的・安定的な大

量広域供給システムとして整備されてきた。

しかし、同時に、大量広域流通に見合う条件

を持たない農水産物、産地、生産者、流通の

担い手の、システムからの排除や食の画一化

等の問題点も指摘されている。 

 生鮮食料品の中でも水産物は、特に生産の

不安定性、季節性、漁場の限定性等自然条件

の影響を強く受け、そのため供給の地域性を

強くもつととともに、規格化、画一化が困難

な商品である。こうした性格をもつ水産物を

安定的かつ広域に流通させるために、わが国

の水産物流通は産地市場と消費地市場とい

う 2段階の卸売市場流通を中心に構築されて

きた。 

 瀬戸内海沿岸地域には、産地卸売市場とし

て機能する水産物卸売市場が多く散在する

が、上述の流通再編の流れの中で、小規模で

非効率な取引形態や市場が淘汰されつつあ

る。実際、価格形成機能や集分荷機能が果た

されていない産地卸売市場も多くみられる

ようになってきており、その存在意義が問わ

れている。また、瀬戸内海周辺には、古くか

ら沿岸漁業や養殖業によって発展した沿岸

部・島しょ部の地域が多くみられ、漁家の多

くは小規模零細な家族経営である。小型底び

き網漁等の沿岸漁業の漁獲物は、量的にまと

まらない魚種、サイズがふぞろいな魚種が多

く、消費者や量販店、中央卸売市場等、川中・

川下側が求める量的・質的な安定供給への対

応が本来的に困難となっている。 

以上より、瀬戸内海沿岸の地域漁業の振興

には、単に漁業者の支援だけでなく、地域性

のある魚種、少量多品目漁獲物の需要の受け

皿として、地域性のある水産物消費の再評価

と、零細な地域漁業と地域消費を結びつける

水産物の地域内流通の担い手の維持と流通

構造の再構築が不可欠である。 

 

２．研究の目的 

本研究は、瀬戸内海沿岸の地域漁業の抱え

る問題に水産物の流通・消費面からアプロー

チし、地域漁業の活性化につながる水産物消

費のあり方及び流通構造を提唱し、そのため

の課題や条件を明らかにすることである。 

 

３．研究の方法 

 ３つの課題について、以下のとおり調査・

分析を実施した。 

①「瀬戸内海沿岸地域における水産物消費の

現状分析」については、「家計調査」等によ

る統計を用いた水産物消費の全国的な動向

分析を行なうとともに、瀬戸内海沿岸の都市

圏消費者を対象としたアンケート調査とイ

ンタビュー調査及びプロトコル分析を行っ

た。 

②「瀬戸内海沿岸漁獲物の地場産水産物供給

構造の再検討」については、瀬戸内海沿岸の

水産物卸売市場や加工業者、専門小売におけ

るインタビュー調査を行った。 

③「水産物卸売市場の役割」についは、瀬戸

内海沿岸の水産物中央卸売市場の卸売業

者・仲卸業者・売買参加者、大都市水産物中

央卸売市場水産物卸売業者・仲卸業者を対象

とするインタビュー調査を行った。 

 

４．研究成果 

本研究の成果として、第１に消費過程の特



 

 

徴として、水産物の消費は地域性が強く、さ

らに地域内において水産物の消費頻度の多

い層ほど地場産の鮮魚を未加工で購買・消費

する傾向、多様な方法で消費する傾向が明ら

かになった。第２に消費過程における消費拡

大の要件の一つとして、家庭における生産過

程を理解する教育として内食(家庭内での調

理)が有効であることを明らかにした。第３

に、供給サイドの課題として、瀬戸内海沿岸

漁獲物の販路としては、地元消費者をターゲ

ットとして質の高い鮮魚を提供する形で展

開していくことが有望であることが明らか

になった。 

以上のことから、瀬戸内海沿岸都市での地

場漁獲物の消費拡大のためには、消費地立地

型水産物卸売市場において、近隣の産地立地

型水産物卸売市場との連携により、鮮度のよ

い地場産水産物の取り扱いを強化すること

が求められる。また、地場水産物の流通分散

段階においては、新鮮な地場水産物を取り扱

う小売業者等への消費者のアクセス（情報面、

物理面）改善が必要である。 
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